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ブルーカーボン：
カーボンオフセットに
おける役割と貢献



今世紀末の全世界における経済損失は
無策で5％以上，最良でもGDP比1％に及ぶ

Takakura et al. (Nature Climate Change 2019)
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日本のGDP: 500兆/年 人命含まれず

https://www.u-tokyo.ac.jp/focus/ja/press/z2101_00007.html
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カーボンニュートラル
を目指す

→残余排出を打ち消す

→吸収・除去技術が必須

ブルーカーボンに関する国内外の動向



吸収・除去技術

大気
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ブルーカーボンに関する国内外の動向



炭素の循環や貯留場所は独特

桑江ほか（土木学会論文集 2019）を改変

ブルーカーボンに関する国内外の動向



大気中のCO2を除去する技術
ブルーカーボンはもっとも総合評価が高い？

ICEF 
(2018)
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2019/3/27 ドローン空撮画像

ブルーカーボンに関する国内外の動向



Watanabe et al. (Biogeosciences 2020)

アカモク場が大気中のCO2を吸収
難分解性有機物として海中に炭素貯留

ブルーカーボンに関する国内外の動向



浅海生態系（マングローブ，湿地・干潟，海草
藻場，海藻藻場）とその他の吸収源との比較

桑江ほか（土木学会論文集 2019）

◆ 既往文献をベース
にデータ解析

◆ 海藻養殖含まず

吸
収
量
（
農
地
土
壌
炭
素
は
削
減
量
）

（
万

t-
C

O
2
/年

）

ブルーカーボンに関する国内外の動向



◆132万トンCO2/年
◆最新値は今年度末公表
◆海藻養殖含まず

藻場が主要な吸収源

桑江ほか（土木学会論文集 2019）
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百万トンC/年
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地球全体における各沿岸生態系の年間吸収量

Kuwae & Hori eds 
(2019)
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ゼロカーボンやマイナスを目指す企業

国内200社以上（2021年時点，経産省資料）

ブルーカーボンに関する国内外の動向



ボランティアベース
の自然再生活動は
持続可能ではない

活動主体に資金が環流する仕組みが必要

◆ 海辺の環境活動（保全，移植，種付けと収穫，清掃，教育
など）は，小規模の市民団体やNPO、漁協などによって支
えられている場合が多い

◆ 活動の維持や拡大のうえでのボトルネックの1つは資金

◆ 2050年ネットゼロには，税金以外の新たな資金導入，企業
や大規模団体の参画が不可欠

https://yokohama-
kanazawakanko.com/2019/04/01/20190
4event207/
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社会実装する
→ヒト・モノ・
カネ・シクミ

ブルーカーボンに関する国内外の動向



https://www.blueeconomy.jp/

◆次世代以降も持続的に海から恵みを受けられるようにする，新たな方法や
技術の開発

◆国の認可のもと，企業，自治体，NPO，漁協をはじめ，各法人や各団体の
皆様と対等な立場，異業種連携

◆科学技術的な根拠，数値，経済価値，具体的手法によってニーズに応える

ニーズ

【環境活動団体】地元での活動を全国に知ってもらい，活動資金を得たい

【企業】ESG関連の非財務情報：自社における取り組みを数値化（KPI）し
たい， 自社のSBTやゼロエミ達成にBCを活用したい

【市民】目の前の海岸や岸壁に育っている海藻が，どのくらい二酸化炭素を
吸収しているか調べる方法を知りたい

ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE）

シクミ

https://www.blueeconomy.jp/


・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

企業・団体等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

カーボンオフセット
（埋め合わせ）

ＮＰＯ・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量 削減・吸収

ゼロエミ目標 運営事務局

第三者機関
審査認証委員会

カーボンクレジット制度

炭素クレジット

資金・人材

ＪブルークレジットⓇ

カネ
シクミ



認証申請の手引き Ver.2.1 

https://www.blueeconomy.jp/credit/



TSVCM コアカーボン原則

認証申請の手引き Ver.2.1 

Taskforce on Scaling Voluntary Carbon Markets



対象となるプロジェクト

天然

人工構造物

養殖

認証申請の手引き Ver.2.1 



対象となるプロジェクト

認証申請の手引き Ver.2.1 

◆天然・養殖・人工構造物すべてOK!

ただし

◆「自主的」な活動の結果、吸収量が増加し
たことをBefore-After, Control-Impact 
(BACI)から示されること（ベースライン）

◆クレジット取得が、吸収量維持や増加のた
めに必要であり、かつ、クレジット売却に
よる資金が、活動維持や発展につながるこ
と（追加性）



調査や算定の手順（p. 20-）

ＪブルークレジットⓇ



◆プロジェクト数： 3 / 4

◆譲渡総量：64.5 t-CO2

◆購入総額：4,696,641円

（税抜き）

◆平均単価：72,816円/t-CO2（税抜き）

ＪブルークレジットⓇ

2021年度のJブルークレジットⓇ

取引概要



19.4 t-CO2

JBC初



ＪブルークレジットⓇ



創出者らが主張した特記事項

ＪブルークレジットⓇ

….このプロジェクトの1年間の実施により
、食料供給（メバルなどの魚介類の漁獲が
年間745kg増加）、水質浄化（海の生物に
よるCODの浄化量が年間1.2トン増加）、種
の保全（この海域で生息する海生生物が28
種類増加）という複数の環境価値（コベネ
フィット）が増加し、
その経済価値は約1800万円と評価されまし
た。…



Fries et al. (PLOS Clim. 2022)

世界におけるブルカーボン・クレジット
取引概要

規模感は面積ベース、金額ベースでは不可能

カーボンクレジット制度



これまでの認証実績

年度
認証
サイト
数

認証量
（トンCO2）

2020 1 22.8 
2021 4 80.4 
2022 21 3733.1 
累積 22 3836.3 

ＪブルークレジットⓇ

18/21 関西
16/21 太平洋側
17/21 漁業者
16/21 海藻
7/21 海草
9/21 回復
12/21 創出



◆プロジェクト数： 8/21

◆譲渡総量：xx.x t-CO2

◆購入総額：xx,xxx,xxx円（税抜き）

◆平均単価：xx,xxx円/t-CO2（税抜き）

ＪブルークレジットⓇ

2022年度のJブルークレジットⓇ

取引概要
2023.2.21
公表予定！



新しい基盤を積極的に活用

◆より多くのCO2を生態系に吸収させる技術開発（質の向上）

◆新たな吸収源の発掘（数量の増加）

https://ja.wikipedia.org/wiki実践版グリーンインフラ（2020）

モノ

ブルーカーボンの将来



新しい技術を積極的に活用

Watanabe et al.（ICEF, 2023）を改変

ブルーカーボンの将来
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人間は行動を変えられるのか
その障壁，起爆剤は？

ブルーカーボンの将来

ヒトHoegh-Guldberg et al. (Science 2019)



2022年度認証
プロジェクト一覧

ＪブルークレジットⓇ
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